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表 Ⅰ‐4‐(2)‐② 事例について 
 
 
   
  事例Ⅰ 事例Ⅱ 事例Ⅲ 事例Ⅳ 
日時 2008年 2月 12日 
第 5・6校時 
2010年 5月 20日 
第 4校時 
2011年 4月 19日 
第 3・4校時 
2013年 6月 5日 
第 5校時 
対象 小学校第3学年児
童 22 名 
小学校第4学年児
童 25 名 
小学校第4学年児
童 15 名 
小学校第2学年児























中庭 第 4 学年教室 図工室 
授業者 筆者 筆者 筆者 筆者 

















第Ⅱ部第 1 章 
第Ⅱ部第 2 章 
第Ⅲ部第１章 
第Ⅳ部第１章 
第Ⅱ部第 3 章 
第Ⅲ部第 1 章 
第Ⅱ部第 4 章 
第Ⅲ部第 1 章 






【表記】 図   Ⅱ-1-(5)  「絶対の他」の場 
【示すこと】 図  第Ⅱ部第 1 章(5)  タイトル 
・表の場合 
【表記】 表 Ⅱ‐2‐(2) 事例Ⅰの場面分け 




１  松本健義，「子どもが生きるできごと世界としての学びの過程」，『芸術教授学』，第 7
号，日本芸術教授学研究会，2004，p.63 
２  木村敏は，1931 年生まれ。1955 年，京都大学医学部卒業。精神病院勤務ののち，ハ
イデルベルク大学客員講師，名古屋市立大学教授，京都大学教授，龍谷大学教授を経
て，現在，河合文化教育研究所主任研究員・河合文化教育研究所所長。京都大学名誉
教授。1981 年に第 3 回シーボルト賞（ドイツ連邦共和国），1985 年に第 1 回エグネー
ル賞（スイス，エグネール財団），2003 年に第 15 回和辻哲郎文化賞，2010 年に第 64























７  原佑，『世界の名著 ハイデガー』，中央公論社，1971，pp.275-276 





























１６ 木村敏，「生命のかたち／かたちの生命」，『木村敏著作集 4 直接性と生命/イント
ラフェストゥム論』，弘文堂，2001，p.264
１７ 木下禎二，「創造の原理に基づく美術科教育の実践とその考察Ⅲ―物と場所との関
係を契機とする授業の展開」，『美術教育学』，第 25 号，美術科教育学会，2004， 
pp.141‐154 
１８ 谷口幹也，「過剰な日常を生きるとき「見る」ことの意味とは何か―ゼロの場へ，〈郊
外〉から考える」，『美術教育学』，第 22 号，美術科教育学会，2001，pp.129‐141 
１９ 谷口幹也，「境界空間としての美術教育―今を生きる私」の多層性を学ぶ美術教育を
目指して」，『美術教育学』，第 27 号, 美術科教育学会，2006，pp.245-257 
２０ 相田隆司，「〈私〉の生成を準備する場を考えていくための一考察―“反復の時間”
の主題化に向けて－」，『美術教育学』，第 28 号，美術科教育学会，2007，pp.1‐13 












































































図画工作科では，平成 20 年 3 月の学習指導要領改訂より内容において，「「A 表現」





























































（ａ）「意味生成表現特論」授業でのＪ市立 K 小学校 1 年生を対象とした授業実践
（2007 年 7 月） 





ⅰ 日時  2008 年 2 月 12 日 5・6 校時 
ⅱ 対象  I 県 S 市立 M 小学校 第 3 学年児童 22 名 
ⅲ 主題  材料と遊び，表現を思いついて楽しむ（材料をもとにした造形遊び） 
ⅳ 目標  材料に関心をもち，働きかける中で発想したことをもとに思いのま
まに表すことの楽しさを味わう。６ 
Ⅴ 題材名 つなげて のばして かえてみて 






に区分した。この中から〔場面 2〕のなかの[事例Ⅰ；場面 2-7]，[事例Ⅰ；場面 2-8]
―[事例Ⅰ；場面 2-9]を取り上げ，考察する。 
〔場面 1〕 題材との出会い   
〔場面 2〕 つくりつくりかえる   
〔場面 3〕 全体での鑑賞と後始末 
 以下，Ⅱ‐1‐(3)では[事例Ⅰ；場面 2-7]を前後半に分けて考察する。Ⅱ‐1‐(4)













持ち，2 つに折り曲げることで切り離した。そして切り離した 2 枚のダンボール片を
ガムテープでつなげた。 
 









































図 Ⅱ‐1‐(3)‐①；b 和夫君と孝太君の見え方の〈ずれ〉 
   



























































トランスクリプト 事例Ⅰ；場面 2‐7；〔379〕〔380〕 
 






































図 Ⅱ-1-(2)-③ 三項関係の成り立ち 





































































   







































Ⅱ-1-(4)-③ 和夫君と孝太君が共に《ヘビ》を知覚  
 
 

























































トランスクリプト 事例Ⅰ；場面 2‐9；〔412〕〔413〕〔414〕〔415〕 
 








































































































































































図 Ⅱ‐2‐(1) 〈話す－聞く〉  
 
 
図 Ⅱ‐2‐(1) 話し合う関係 
 





















ⅰ 日時  2008 年 2 月 12 日 5・6 校時 
ⅱ 対象  I 県 S 市立 M 小学校 第 3 学年児童 22 名 
ⅲ 主題  材料と遊び，表現を思いついて楽しむ（材料をもとにした造形遊び） 
ⅳ 題材名 つなげて のばして かえてみて 
ⅴ 目標  材料に関心をもち，働きかける中で発想したことをもとに思いのま
まに表すことの楽しさを味わう。２１ 














表 Ⅱ‐2‐(2) 事例Ⅰの場面分け 
 
場 面 トランスクリプト番号 考察している項
1 題材との出会い
1 1 - 32
2 33 - 75
3 76 - 133
4 134 - 148
2 つくりつくりかえる
材料と活動の場の選択 1 147 - 178
ダンボール片とかかわる
中で発想する
2 179 - 216
3 217 - 274
4 275 - 315
5 316 - 334
6 335 - 369
7 370 - 380
8 381 - 411





10 430 - 469 Ⅱ‐2‐(3)‐①，②
11 470 - 494
12 495 - 515
13 516 - 574 Ⅱ‐2‐(3)‐③
14 575 - 593 Ⅱ‐2‐(3)‐④
15 594 - 620
16 621 - 683 Ⅱ‐2‐(3)‐⑤
17 684 - 701
18 702 - 785
19 786 - 805
20 806 - 851
21 852 - 880
22 881 - 926




24 961 - 1061
25 1062 - 1114
26 1115 - 1176
27 1177 - 1232
28 1233 - 1337
29 1338 - 1365
30 1366 - 1397
31 1398 - 1478
3 全体での鑑賞と
後始末
1 1479 - 1521
2 1522 - 1570
3 1571 - 1607
4 1608 - 1689
5 1690 - 1718
6 1719 - 1755


































のあたりを手にとって持ち上げ「 （゜    ）」
〔434〕と発話し，ダンボール片を見つめながら
 































































































トランスクリプト 事例Ⅰ；場面 2‐14；〔575〕～〔588〕 
 



























トランスクリプト 事例Ⅰ；場面 2‐16；〔650〕～〔655〕 
 





























話に対して孝太君も「（      ）」〔928〕と和夫君と顔を見合せながら発話す












トランスクリプト 事例Ⅰ；場面 2‐23；〔927〕～〔940〕 
 























































































































































































































































 授業実践にあたっては，上越教育大学大学院松本研究室と同大学院生，計 6 名の















ⅰ 日 時   平成 22 年 5 月 20 日 4 校時 
ⅱ 対 象   第 4 学年児童 25 名 






ⅳ 題材名   トントントン，トントントン （「造形遊び」） 
ⅴ 木材，釘・金づちは，子どもたちにとっての初めての材料，用具である。そ
こで木材や釘に十分にかかわらせ発想を楽しませたい。 
ⅵ 指導計画 全 2 時間(第 1 時を観察記録) 
     第 1 時 ①題材との出会い 
     （本時） ②つくり，つくりかえ，つくる 
         ③鑑賞 
     第 2 時 ④つくり，つくりかえ，つくる   
          ⑤鑑賞 
     課外   ⑥作品を好きな場所に置く 
ⅶ 準備  釘（9 ㎝，7.5 ㎝，5 ㎝，3 ㎝，2.5 ㎝の釘を各 1 ㎏），トレー（各班
2 枚，9 ㎝，7.5 ㎝の大き目の釘用と，5 ㎝，3 ㎝，2.5 ㎝の小さめの
釘用），木材（人数の約 2 倍分），金づち（人数分），釘抜き（班の数
の半数分） 
ⅷ 場所  中庭 








































トランスクリプト 事例Ⅱ；場面 2‐3；〔1〕～〔3〕 
愛











Ⅱ-3-(3)-① 何かになりそうな可能性が開けてくる  
 

























そして，釘の頭が出た側の四隅に釘を 1 本ずつ打っていった。 
 
Ⅱ-3-(3)-② 何かになりそうなことが明確になる 






























トランスクリプト 事例Ⅱ；場面 2‐3；〔19〕〔20〕〔21〕〔22〕〔23〕〔24〕〔26〕 
 



























































































































る行為とを，〈同時に見る〉（[図 Ⅱ-3-(4)-④ 〈同時に見る〉と〈一緒に見る〉] 
 

































































































実践的諸関係としてマイケル・トマセロ（Michael Tomasello）５１は，「共同注意 joint 






































































ⅰ 日 時  平成 23 年 4 月 19 日 3・4 校時 
ⅱ 対 象  第 4 学年児童 15 名 





ⅳ 題材名  絵の具のふしぎ（絵に表す）  


















ビデオ記録では，円で囲んだ文夫君，守君，彩花さんの 3 人のグループ（[図 Ⅱ
-4-(2)-③ 教室の中の位置関係]）の相互行為場面を主にとらえている。撮影場面
において 3 人はそれぞれ切り取った形を台紙に貼る仕上げの段階にあった。考察に
あたり撮影した場面を活動の関係性より次の 3 場面に分けた。 
 
場面(1)  3 人がそれぞれに鑑賞行為を伴いながら作品をつくる場面（ビデオ記
録 3 分 03 秒まで） 
場面(2)  3 人がそれぞれに作品をつくり変え意味を成り立たせていく場面（ビ
デオ記録 3 分 04 秒‐6 分 06 秒） 






























































































































































る“音”の〔1 回目（①）－2 回目（②）〕，〔3 回目（③）－4
回目（④）〕が“鼻歌”の区切り（シークエンス）と重なり
合い，リズムを刻むように同調し生起している。 



































































































































































































２  奥村高明，「特集 学習指導要領の改訂② 小学校学習指導要領（図画工作科）の改
訂」，『初等教育資料』，No.835，東洋館出版社，2008，p.30 
３  文部科学省，『小学校学習指導要領』，東京書籍，2008，p.84 
４  文部科学省，『小学校学習指導要領解説 図画工作編』，日本文教出版，2008，p.12 
５  西阪仰，『相互行為分析という視点』，金子書房，1997，pp.ⅶ‐ⅸ 









８  佐藤公治，『対話の中の学びと成長』，金子書房，1999，p.94 
９  松本健義，「つくり表す行為，つくり表されるもの，つくり表す行為者の相互的生成
過程」，『大学美術教育学会誌』，第 36 号，大学美術教育学会，2004b，pp.417‐418 
１０ 麻生武，『身ぶりからことばへ 赤ちゃんにみる私たちの起源』，新曜社，1992，p.379 
１１ 松本健義，「つくり表す行為，つくり表されるもの，つくり表す行為者の相互的生成





























誌』，第 34 号，大学美術教育学会，2002，p.429 
２３ 檜垣立哉は，1964 年生まれ。東京大学大学院人文科学研究科博士課程中途退学。現
在，大阪大学大学院人間科学研究科教授。専攻は，哲学・現代思想。 
２４ 木村敏・檜垣立哉，『生命と現実 木村敏との対話』，河出書房新社，2006，p.8 


























３２ 文部科学省，『小学校学習指導要領解説 図画工作編』，東洋館出版社，2008，p.3 
３３ 文部科学省，『小学校学習指導要領解説 図画工作編』，東洋館出版社，2008，p.6 















































５３ 文部科学省，『小学校学習指導要領解説 図画工作科編』，東洋館出版社，2008，p.6 
５４ 阿部宏行，「子どもの発達観から子ども学びと指導のあり方を再考する」，『美術教育
学』，第 30 号，美術科教育学会，2009，pp. 27‐38. 






会誌』，第 41 号，大学美術教育学会，2009，pp.119‐126  
５７ 西阪仰，『相互行為分析という視点』，金子書房，1997，pp.ⅶ‐ⅸ 
５８ 竹田青嗣，『現象学は〈思考の原理〉である』，筑摩書房，2004，p.34 
５９ 曲『こどもの世界』は，Richard M. Sherman（作詞），Robert B. Sherman（作曲）。
当該学級の子どもたちがうたっているのは，小野崎孝輔（日本語訳）版である。子
どもたちは 1 番の次の歌詞をうたっていた。 
  「おとぎ話のような   素敵なこの世界は 
    虹の橋を渡っていく 素敵な世界 
   ※素敵な世界     素敵な世界 
































































「共同注意 joint attention」「視線追従 gaze following」「協調行動 joint engagement」


















































































































































































































トランスクリプト 事例Ⅲ；場面 2-(2)-③；〔75〕〔76〕〔77〕〔78〕〔79〕 
 
が，〔36〕では複数の人による拍手となり，〔37〕の真琴君が降壇していく際にはビ



















































































































































ⅰ 日時  2013 年 6 月 5 日 5 校時 
ⅱ 対象  第 2 学年児童 9 名 
ⅲ 目標  型押しや型抜きをした形を組み合わせて，イメージしたものをつく
る。 
ⅳ 題材名 ねん土をギュッポン（立体に表す） 
       教科書『ずがこうさく 1・2 下』（日本文教出版，2011，pp.12－13） 
ⅴ 場所  図工室 
ⅵ 学習活動の経過 
   ・粘土のかたまりを丸棒を使って平らな粘土板にする。 
   ・題材提示を受ける。 
   ・型押しや型抜きをする。（本事例場面） 
   ・相互鑑賞する。 
ⅶ その他 
    本学級は第 2 学年・第 3 学年（児童 8 名）の複式学級である。図画工作科
の授業は，１つの教室で１人の授業者が行っている。そのため教室（図工室）


































表 Ⅲ-2-(2)-③ 事例Ⅳの場面分け 
 








1 1 - 109 Ⅲ-2-（3）-①
“花”と“蝶”をつくる 2 110 - 194 Ⅲ-2-（3）-②
円の枠をつくる 3 195 - 202 Ⅲ-2-（3）-③
部分的に消す 4 203 - 208 Ⅲ-2-（3）-④
2つ目の円を押す 5 209 - 258 Ⅲ-2-（3）-⑤
部分的に消す 6 259 - 265 Ⅲ-2-（4）
作品をよく見る 7 266 - 276 Ⅲ-2-（5）-①
秋の世界をつくる 8 277 - 306 Ⅲ-2-（5）-②
4つ目の円を押す 9 307 - 334 Ⅲ-2-（5）-③























 次に⑪プラスチック製の型を円のなかに押す。その型は対角線が 4 本交差して存
 






























































トランスクリプト 事例Ⅳ；場面 2‐5；〔226〕〔227〕〔231〕〔232〕〔237〕〔238〕 
 
 
























































り曲げた人差し指で顎に 4 回連続して軽く打ちつけるようにし，さらにもう 1 回打
ちつける〔288〕。 













トランスクリプト 事例Ⅳ；場面 2‐9；〔288〕〔291〕〔294〕〔296〕 
 
    




































































































































１  やまだようこ（山田洋子）は，1948 年生まれ。京都大学大学院教育学研究科教
授，教育学博士。専門は，生涯発達心理学，ナラティヴ心理学，描画イメージの
心理学，文化心理学。 
２  やまだようこ，『ことばの前のことば うたうコミュニケーション』，新曜社，2010，
pp.66-70；浜田寿美男，『「私」とは何か』，講談社，1999，pp.86-93 








また，再記述によるトランスクリプト 1，2，3，4 における斜体文字は，行為を表す。 
５  木村敏・檜垣立哉，『生命と現実―木村敏との対話』，河出書房新社，2006，p.8 
６  木村敏・檜垣立哉，『生命と現実―木村敏との対話』，河出書房新社，2006，pp.8‐9 





































































































れ，引き続き“夏”をつくる場面(場面 2-2～場面 2-5) 
b 授業者につくっている作品を紹介する場面（場面 2-6） 
c “秋”と“冬”をつくり“春夏秋冬＝四季”としての意味を成り立たせた場
面（場面 2-7～場面 2-10） 
に分けることができる。場面 a と場面 c では，共に「型－押す〈つくる〉－〈かた
ち〉７－〈見る〉」を活動単位とした造形活動である。活動単位は同様だが場面 a で
は押す行為に志向性が向けられていたのに対して，場面 b を介した場面 c ではつく
り表す〈かたち〉への明らかな志向性をもって押す行為を行っていた。つまり場面 a
と場面 c では，行為の質が異なっており，場面 b において変容をもたらす出来事が










 この場面に起きていることを仮定モデルの視点より図示すると[図 Ⅳ-1-(2)-② 
生起する〈私〉と生命的な〈場〉との関係]のようになる。 
美幸さんは，最初に押した円の中の痕跡のまとまりについて授業者に対して「はる」


























































































































































































 この場面に起きていることを[図 Ⅳ-1-(1) 生命的な〈場〉モデル]，[図 Ⅳ
-1-(1) 〈私〉と〈他者〉における生命的な〈場〉]に示したモデルに従い図示する
と[図 Ⅳ-1-(3)-②4 生起する〈私〉と生命的な〈場〉との関係]のようになる。 
 細い段ボール片が和夫君と孝太君の視線の先で偶発的に揺れ動いたとき，和夫君
に“ヘビ”の知覚が生まれ，和夫君は「おい（0.6）しｈ（，）へびがしたをだしと






































































































































































































































































































































































































































育学研究』，第 46 号，2014，pp.117-124 
５  教科書，『ずがこうさく 1・2 下』，日本文教出版，2011，pp.12‐13 





８  木村敏，『あいだ』，筑摩書房，2005，p.61 






































トゥム論 木村敏著作集第 4 巻』，弘文堂，2014，p.257 
３０ 本間美里・松本健義，「対話による鑑賞授業における学習過程の触発性について」，












・ 麻生武，『「見る」と「書く」との出会い フィールド観察学入門』，新曜社，2009 
・ アンリ・フォション/杉本秀太郎 訳，『改訳 形の生命』，平凡社，2009 




・ 石黒広昭，『幼児教育 知の探求 6 保育心理学の基底』，萌文書林，2008 
・ 市川浩，『精神としての身体』，講談社，1992 







・ エトムント・フッサール/渡辺二郎 訳，『イデーンⅠ－Ⅰ』，みすず書房，1984 
・ エトムント・フッサール/渡辺二郎 訳，『イデーンⅠ－Ⅱ』，みすず書房，1984 
・ エトムント・フッサール/浜渦辰二，山口一郎 訳，『間主観性の現象学Ⅱ その
展開』，筑摩書房，2013 









・ 木田元，村田純一，野家啓一，鷲田清一，『縮刷版 現象学事典』，弘文堂，2014 
・ 木村敏，『初期自己論・分裂病論 木村敏著作集第 1 巻』，弘文堂，2001 
・ 木村敏，『時間と他者/アンテ・フェストゥム論 木村敏著作集第 2 巻』，弘文堂，
2001 
・ 木村敏，『躁鬱病と文化/ポスト・フェストゥム論 木村敏著作集第 3 巻』，弘文
堂，2001 
・ 木村敏，『直接性と生命／イントラ・フェストゥム論 木村敏著作集第 4 巻』，弘
文堂，2001 
・ 木村敏，『精神医学論文集 木村敏著作集第 5 巻』，弘文堂，2001 
・ 木村敏，『反科学的主体論の歩み 木村敏著作集第 6 巻』，弘文堂，2001 
・ 木村敏，『臨床哲学論文集 木村敏著作集第 7 巻』，弘文堂，2001 
・ 木村敏，『形なきものの形を求めて 木村敏著作集第 8 巻』，弘文堂，2001 
・ 木村敏，『あいだ』，筑摩書房，2005  
・ 木村敏，『関係としての自己』，みすず書房，2005 
・ 木村敏，『自分ということ』，筑摩書房，2008 


























・ 坂部恵，『かたり 物語の文法』，筑摩書房，2008 
・ 佐藤公治，『対話の中の学びと成長』，金子書房，1999 
・ 佐藤公治，『音を創る，音を聴く－音楽の協同的生成』，新曜社，2012 








・ ジェームス V.ワーチ/田島信元・佐藤公治・茂呂雄二・上村佳世子 訳，『心の
声 媒介された行為への社会文化的アプローチ』，福村出版，2004 
・ 清水博，『生命と場所』，NTT 出版，1992 
・ 清水博，『場の思想』，東京大学出版会，2003 






・ 立田慶裕，『キ ・ーコンピテンシーの実践 学び続ける教師のために』，明石書店，
2014 
・ 谷 徹，『意識の自然 現象学の可能性を拓く』，勁草書房，1998 
















・ 中村雄二郎・木村敏，『講座生命 生命の思索』，哲学書房，1996 
・ 中村雄二郎・木村敏，『講座生命 2』，哲学書房，1997 
・ 中村雄二郎・木村敏，『講座生命 3』，哲学書房，1998 
・ 中村雄二郎・木村敏，『講座生命 4』，河合文化教育研究所，2000 
・ 中村雄二郎・木村敏，『講座生命 5』，河合文化教育研究所，2001 
・ 中村雄二郎・木村敏，『講座生命 6』，河合文化教育研究所，2002 




・ 西田幾多郎，『西田幾多郎全集 第四巻』，岩波書店，1949 









































































の主題化に向けて－」，『美術教育学』，第 28 号，美術科教育学会，2007，pp.1-13 
・ 阿部宏行，「子どもの発達観から子ども学びと指導のあり方を再考する」，『美術
教育学』，第 30 号，美術科教育学会，2009，pp.27-38 
・ 磯部錦司，「墨象による〈生命〉の表現について」，美術教育学会，『美術科教育
学』，第 21 号，2000，pp.39-49 
・ 奥村高明，「特集 学習指導要領の改訂② 小学校学習指導要領（図画工作科）
の改訂」，『初等教育資料』，No.835，東洋館出版社，2008，pp.26-37 
・ 門脇住吉，「西田幾多郎の「場所」と聖霊の活き（上）」，『思想』，第 1085 号，岩
波書店，2014，pp.110-134 
・ 河野哲也，「ギブソンとメルロ＝ポンティ」，『現代思想 12 月臨時増刊』，第 29 巻












わり」，『大学美術教育学会誌』，第 42 号，2010，pp.143-150 
・ 三盃美千郎・松本健義，「造形表現活動における学びの生成過程と成りたちに関
する研究 －学習研究開発「つなげてのばしてかえてみて」を通して」，『大学美





学美術教育学会誌』，第 44 号，大学美術教育学会，2012，pp.231-238 
・ 三盃美千郎・松本健義，「造形表現活動における意味生成と〈場〉の成り立ちに
関する研究 子どもの〈つくる〉と〈見る〉と〈かたり〉に着目して」，『大学美
術教育学会誌』，第 45 号，大学美術教育学会，2013,pp.175-182 
・ 三盃美千郎・松本健義，「生命的な〈場〉と造形行為」，大学美術教育学会，『美
術教育学研究』，第 46 号，2014，pp｡117-124 
・ 三盃美千郎・松本健義，「造形行為の根拠としての生命的な〈場〉の成り立ち－
子どもの感じ方，考え方，表し方の生起と生成とのかかわりにおいて」，『美術教
育学研究』，第 48 号，2016，pp.209-216 
・ 島田佳枝，「子どもの主体としての育ちを支える〈共感的なかかわり〉について




して－」，『美術科教育学』，第 34 号，美術科教育学会，2013，pp.243-259 
・ 神保悠，「子どもの自己を更新する経験としての造形行為に関する一考察」，『美





















『美術教育学』，第 35 号，2014，pp.457-470 
・ 本間美里・松本健義,「対話による鑑賞活動における経験・語り・知覚の生成過
程について」，『美術教育学』，第 36 号，2015，pp. 391-405 
・ 本間美里・松本健義，「表現行為をともなう鑑賞活動における学習過程の分析」，
『美術教育学研究』，第 47 号，2015，pp. 343-350 
・ 松本健義，「幼児の造形行為における他者との相互行為の役割に関する事例研究
(1)」，『美術教育学』，第 15 号，美術科教育学会，1994，pp. 265-280 
・ 松本健義，「幼児の造形行為における他者との相互行為の役割に関する事例研究
（2）」，『美術教育学』，第 17 号，美術科教育学会，1996，pp.231-246 
・ 松本健義，「図画工作科授業における児童－教師間相互行為の役割に関する事例
研究」，『美術教育学』，第 18 号，美術科教育学会,1997，pp.279-293 
・ 松本健義，「子どもが生きるできごと世界としての学びの過程」，『芸術教授学』，
第 7 号，日本芸術教授学研究会，2004，pp.63-88 
・ 松本健義，「つくり表す行為，つくり表されるもの，つくり表す行為者の相互的
生成過程」，『大学美術教育学会誌』，第 36 号，大学美術教育学会，2004，pp. 417-424 
・ 松本健義，「子どもの造形的表現活動における学びの活動単位」，『大学美術教育







育 知の探求 11 表現芸術の世界』，萌文書林，2010，pp.165-271 
・ 三浦真里，「幼児のつくり表わす行為と遊びの道具の生成過程」，『大学美術教育





























































































れ，引き続き“夏”をつくる場面(場面 2-2～場面 2-5) 
b 授業者につくっている作品を紹介する場面（場面 2-6） 
c “秋”と“冬”をつくり“春夏秋冬＝四季”としての意味を成り立たせた場
面（場面 2-7～場面 2-10） 
に分けることができる。場面 a と場面 c では，共に「型－押す〈つくる〉－〈かた
ち〉７－〈見る〉」を活動単位とした造形活動である。活動単位は同様だが場面 a で
は押す行為に志向性が向けられていたのに対して，場面 b を介した場面 c ではつく
り表す〈かたち〉への明らかな志向性をもって押す行為を行っていた。つまり場面 a
と場面 c では，行為の質が異なっており，場面 b において変容をもたらす出来事が










 この場面に起きていることを仮定モデルの視点より図示すると[図 Ⅳ-1-(2)-② 
生起する〈私〉と生命的な〈場〉との関係]のようになる。 
美幸さんは，最初に押した円の中の痕跡のまとまりについて授業者に対して「はる」


























































































































































































 この場面に起きていることを[図 Ⅳ-1-(1) 生命的な〈場〉モデル]，[図 Ⅳ
-1-(1) 〈私〉と〈他者〉における生命的な〈場〉]に示したモデルに従い図示する
と[図 Ⅳ-1-(3)-②4 生起する〈私〉と生命的な〈場〉との関係]のようになる。 
 細い段ボール片が和夫君と孝太君の視線の先で偶発的に揺れ動いたとき，和夫君
に“ヘビ”の知覚が生まれ，和夫君は「おい（0.6）しｈ（，）へびがしたをだしと
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